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NEW OPEN!

GREEN SEED 軽井沢
軽井沢町追分 134-3　TEL0267-45-8888
平日一人 12000 円～で、一棟最大 5 人まで。

　軽井沢暮らし研究所が運営する
宿泊施設「グリーンシード軽井沢」
が 6 月、浅間サンライン入口交差
点近くにグランドオープンした。独
立したコンドミニアム型の客室は
全 6 棟。それぞれ「葉脈」「火山灰」
「滝」など、軽井沢に関連するモチ
ーフをもとに、内装がデザインさ
れている。全棟にバーベキューな
どを楽しめる室内スペース（アウ
トドアリビング）も設置している。
「連泊して、軽井沢を拠点に小諸や

全棟アウトドアリビング付き
別荘タイプの宿泊施設

6 棟それぞれに、軽井沢にちなんだコンセプトがある。

　2016年8月に出された訴状には境
界線との間にあるモミやカラマツの
伐採と慰謝料の請求と書かれていた。
その原因は、枝が伸びて境界を越え
ていること、1年で軽トラック1台
分にも及ぶ落葉の処理に迷惑してい
るということであった。
　モミは落葉樹ではないし、カラマ
ツは小さな細い葉であり、庭にある

軽井沢の文化遺産は守れるか④

数本のカラマツの落葉が1年で軽ト
ラックいっぱいになるはずもない。
Mさんはその疑問点と、軽井沢にと
って美しく豊かな自然と景観が重要
であることを訴えた。
　裁判は2018年の春まで続いた。結
局、軽井沢にとっての自然景観の重
要性は考慮されず、法律のみで判断
された「境界を越えた枝は切る」と
いう判決であった。数カ月後にカフ
ェを訪ねてみると、涼風が吹いてい
たテラスには暑い陽射しが当たって
いた。枝をすべて伐採することによ
って傾き倒れやすくなったために、
大木3本は根元から切らざるを得な
かったという。

　　　　　　◆
　南ヶ丘にあるハーモニー
ハウスは昭和時代に宣教師
の娘、エロイーズ・カニン
グハムが日本の子どもたち
のために青少年音楽協会を
設立し、音楽を学ぶ場とし
て建てたものである。しか
し、2000年にエロイーズ
が亡くなると維持するのが難しくな
り、売却の話が持ち上がっていた。
吉村順三の建築であり、エロイーズ
の想いのこもった建物を何とか保存
できないかと地元の有志が集まって
相談を重ねた。カフェとして使用す
ることによって建物と音楽協会を維

持しようというプランが決まり、
2015年「エロイーズ・カフェ」が誕
生した。軽井沢らしい物語のあるカ
フェとして注目され、順調にいくと
思われたが、2017年、思わぬことが
起こった。（次号に続く）

吉村順三が設計したハーモニーハウス。

NEW OPEN!

トゥインラインホテル軽井沢

ホセ・ルイス
軽井沢町軽井沢 1151-11 TEL0267-42-2121
営／ 7:30 ～ 22:00（20:30LO）
※レストラン利用時「軽井沢新聞を見た」と伝える
と、信州×スペインワインのフリーフローサービス。

　マドリード市民に愛され60年以上。
老舗の味を受け継ぐスペインレストラ
ンが、7月3日にグランドオープン。信
州食材を組み合わせ、日本人の口に合
うようアレンジした料理を味わえる。
併設のフリースペースでは、スフレト
ルティージャーハンバーガー、ピンチ
ョスプレートなど気軽に食べられるデ
リメニューが豊富。コンセントも使え
るため、テレワーク利用者がこれから
増えそうだ。「普段使いに気軽に利用し
てほしい」と広報担当者は話している。

スペイン王室も御用達
老舗の味を気軽に
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（前号までの内容 / 民間で文化遺産を守ろうとす
る人たちを取り上げています）
　別荘の歴史に詳しい M さんは、旧松方家別荘
が売り出されていることを知り、保存しなけれ
ばという想いで一大決心して購入した。修復し
た建物は「カフェ涼の音」として活用され、人
気を集めるようになった。それまで何も言わな
かった近隣の住民が、ある日、裁判所へ訴え出た。

広川小夜子

東御の観光も楽しんでほしい」と
西沢和浩マネージャー。


